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Abstract
　The Research Group on Ancient Chinese Mathematics went to China in December 2009 to 
investigate the Qin bamboo strips "Shu" housed at the Yuelu Academy and the Han bamboo 
strips "Suan-shu" in the Hubei Provincial Institute of Cultural Relics and Archaeology.
　In this paper, we report the results of our investigation of the "Shu" and the "Suan-shu", 




























































































































































数書』「婦織」題の「術曰」以下の計算法は、婦三人の織布の量の比率が長者 3 、中者 2 、
少者 1であるとし、そこから解を求めている。すなわち、 3 + 2 + 1 = 6 を除数とし、それ
ぞれの数（ 3 , 2 , 1 ）を50尺に乗じて被除数とする、ということである。術に従って具体的
に計算すると、長者が受ける布の数量は 50尺×3―3 + 2 + 1 = 25尺、中者が受ける布の数量は、 
50尺×2―3 + 2 + 1 = 16尺（簡文では16
12―18尺）、少者が受ける布の数量は、
50尺×1―3 + 2 + 1 = 8
1―3尺（簡文
では8 6―18尺）と考えられている。ところが、この計算法は、根本から誤っている。婦三人
の織布の能力の比は、長者は1日間で50尺、中者は 2 日間で50尺、少者は 3 日間で50尺で
あるので、 1 日に換算すれば、1： 1―2：






































































































































































































































×直径× 3 ÷ 4 」や「円田の面積=半径×半径× 3 」が現れていないことである。『算数書』
では、「井材」題で（1）や（3）と同等の計算が行われており、また「以圜材方」題で円周




















深さ 1 寸入ったところで、切り口が 1 尺になった。問う、円材（丸太）の直径はどれほどか。











答えは直径 2 尺 6 寸。








　　 　切り口の断面図を考えると、図のように三辺がAC = 2r，AB = 2c，BC = 2r-2dの
直角三角形ABCができる。各辺の長さを半分にすれば同じく直角三角形AODがで
きるが、これに三平方の定理を適用すれば、r2 = c2+（r-d）2が成り立つ。すなわち









































































9 ． 『漢簡『算数書』―中国最古の数学書』、 1 頁。
10． 田村誠、吉村昌之「『九章算術』訳注稿（9）」より引用。
11． 『漢簡『算数書』―中国最古の数学書』、152頁。
























　　 鄒大海「従《算数書》和秦簡看上古糧米的比率」（自然科学史研究、第 4 期（2003年））
318-328頁。
　　 鄒大海「出土《算数書》校釈一則」（東南文化、第 2 期（2004年）、第83-85頁）































































































































































を切ったピラミッドの垂直の高度を 6 で、底辺を 4 で、頂辺が 2 であるならば、 4 の平方
で16が得られ、 4 の 2 倍が 8 で、 2 の平方が 4 で、16と 8 と 4 を加えると28が得られる。






































































































































　簡文に依って書かれている計算は、8×8 = 64, 64×64 = 4096である。




     8÷1―2  
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ことは容易に発見できる」とし、その反映として、「 1 、土地と租税に対する管理」「 2 、
貯蔵物資の管理」「 3 、労役と工程に対する管理」の 3 つを挙げ、これらについて詳
述している。（「『張家山漢簡『算数書』註釈』緒論（訳）」（上）（下）（『大阪産業大学
論集』 人文科学編 107・108号、2002年 6 月・ 7 月）
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大阪産業大学論集　人文・社会科学編　９






未卒歲或壞 （決）、令縣復興徒爲之、而勿計爲 （徭）。卒歲而成 （決）壞、過
三堵以上、縣葆者補繕之。（117-118）
　　とある。




















9 ． 原注 9 所引のHoward Eves著、欧陽絳訳『数学史概論』、第64頁。ここは、中国語訳
から日本語へ翻訳した。
10． 「圜」と「圓」は秦漢期には各々別字であったが、後、魏晋の頃より同字とみなされ
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新たに出現した二つの古算書 ―『数』と『算術』（田村　誠、張替俊夫）
て混用されてきた。ここは「圜（圓）」とすべきではなかろう。
11． 著者は本論を執筆する際に、「除」題の釈文と解釈を全面的に彭浩『張家山漢簡《算
数書》註釈』のみに依っている。従って、「除」題に対するその後の研究の進展を著
者は知らなかった。「除」題は、除と呼ばれる斜めの墓道の部分と定と呼ばれる墓室
部分の体積計算を行うもので、その形も確定されていること、その簡文中で「九」と
釈された字は「六」の誤りであること、「廣積」以下の「卅尺除高、以其」の 6 字は
全く見えないことなど（「『算数書』研究会訪問中報告記」（大阪産業大学論集　人文
科学編　115号、2005年 2 月）参照）がまだ知られていなかった。よって、以下の論述
には、多くの不備が見受けられるが、今はそのまま訳しておく。
12．「鼈臑は四面がすべて直角三角形の三角錐」の「四面」は「三面」の誤り。
13． 「三面が等脚台形で別の両面が直角三角形の五面体形の隧道」の「直角三角形」は「三
角形」の誤り。
14． 『周髀算経』巻上之一に「故に矩を折りて以て句広三、股脩四と為せば、径隅五」とある。
注に「脩、長也」「径、直。隅、角也。亦謂之弦」とある。
15． 『算数書』にも「里田」題があり、書院秦簡とほぼ同じ文が見える。即ち、「里田術曰、
里乘里、里也。廣・從（縱）各一里、即直（置）一因而三之、有（又）三五之、即爲田
三頃七十五畝」というもの。
